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持続可能とは？

未来に期待が持てる状態

常に変化し循環され、停滞しない状態

常に考え、常に動き、常に検証

トレードオフの影響が最少

現状維持は、衰退

停滞は、腐食

不動は、劣化

犠牲には、反動

なにもしない、なにもできない いつも考え、動く
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自走化とは？

 目的を達成させるためにアクティブな状態
 自立する、依存しない
 コントロール可能な状態
 自らキャッシュや資産を生み出し再投資している
 持続し、多少のトラブルで停止しない
 ゴーイングコンサーン（継続企業）

8(c) Innovation Factory, Inc.



持続可能で自走する経営に向けた5つのチェンジ

1
マインド

3
ストックとフロー

5
ダイバーシティ

2
ビジネスモデル

4
イノベーション
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1．マインド
お金に対する誤解を解く

1
マインド
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あなたが大切なものは？

12

５つの
報酬

お金

ポジ
ション

感謝シェア

スキル
アップ

収入

肩書き
役割
周囲からの評価

経験・体験、知識
能力アップ
自己成長

「ありがとう」
頼りにされる

仲間
感情共有

自己の確立

自分のこと

みんなのこと

1
マインド
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NPOなどが税制優遇されたり、補助金が
出たりして、利益に有利な理由は？
提供価格が低い分、
利益を圧迫する

原価が高くなるため、
利益を圧迫する

資本がなく投資が難し
いため、徐々に利益を
貯めていくしか方法が
ない

しかし、一般的には該当するビジネスは収益事業とみなされ、通常課税となる

商売がそもそも
難しい

1
マインド
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収益化できる事業とは？

NPOの税制上の収益事業34種類

（１）物品販売業 （２）不動産販売業 （３）金銭貸付業 （４）物品貸付業
（５）不動産貸付業 （６）製造業 （７）通信業 （８）運送業
（９）倉庫業 （１０）請負業 （１１）印刷業 （１２）出版業
（１３）写真業 （１４）席貸業 （１５）旅館業 （１６）料理飲食業
（１７）周旋業 （１８）代理業 （１９）仲立業 （２０）問屋業
（２１）鉱業 （２２）土石採取業 （２３）浴場業 （２４）理容業
（２５）美容業 （２６）興行業 （２７）遊技所業 （２８）遊覧所業
（２９）医療保健業 （３０）技芸・学力教授業 （３１）駐車場業
（３２）信用保証業 （３３）無体財産権の提供業 （３４）労働者派遣業

1
マインド
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1．まとめ：マインド
• NPOも、収益を上げなくてはならない

• NPOも、利益を上げて良いことになっている。

• 利益は、社会と未来に再投資すれば良い

• 稼ごうと思っても、簡単には稼げないから、そこそこに稼ごうとす
ればいい

• 持続可能な経営、自走化にはお金が必要だ

1
マインド
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2．ビジネスモデル
受託から、サービス提供に変換せよ
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受託事業から自主事業へ
• 自分の商品やブランドをつくる

• プロダクトアウト

• 必要な市場に投入する
• マーケットイン

• 新しい市場をつくる
• マーケットアウト

2
ビジネス
モデル

NPOの
目的事業かつ非課税
は、
活動そのものが売上
であることが大切
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収益化できる事業とは？

ビジネスモデルの確立している業種

NPOの税制上の収益事業34種類

（１）物品販売業 （２）不動産販売業 （３）金銭貸付業 （４）物品貸付業
（５）不動産貸付業 （６）製造業 （７）通信業 （８）運送業
（９）倉庫業 （１０）請負業 （１１）印刷業 （１２）出版業
（１３）写真業 （１４）席貸業 （１５）旅館業 （１６）料理飲食業
（１７）周旋業 （１８）代理業 （１９）仲立業 （２０）問屋業
（２１）鉱業 （２２）土石採取業 （２３）浴場業 （２４）理容業
（２５）美容業 （２６）興行業 （２７）遊技所業 （２８）遊覧所業
（２９）医療保健業 （３０）技芸・学力教授業 （３１）駐車場業
（３２）信用保証業 （３３）無体財産権の提供業 （３４）労働者派遣業

2
ビジネス
モデル
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seeds, needs, wants
• 良さそうなこと seeds

• ニーズを生み出すための素材
• 種なので、芽が出ないとビジネスにならない

• 必要なこと needs
• 目的、感覚（穴を開けたい）

• 欲しいモノ wants
• ニーズを満たす手段
• 選ぶ要素、手段、具体的な商品など（ドリルが欲しい）

2
ビジネス
モデル
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★ 2のまとめ：ビジネスモデル
• ビジネスモデルを学ぶ

• お金とお金以外の価値を整理する
• 儲けられるビジネスの法則は存在する
• マーケティングを理解する

• 利益の出し方を学ぶ
• 入るものより、出るものが多いと赤字
• 変動費、固定費
• 損益分岐点
• ストックとフロー
• 非課税などの税、非営利などの利益の意味をしっかりと理解する

やっていいことと、いけないことを、正確に把握する

2
ビジネス
モデル
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3．ストックとフロー
投資をして回収せよ
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ストックとフローの違いとは？

•投資と消費、資産と負債の違い

•自転車操業は、フロー経営
• 常にOUTがあり、常にINを求め続ける必要がある。

•投資運用は、ストック経営
• 一時的にOUTに集中し、ローコストでINを得続ける。

3
ストックと
フロー
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ノウハウは資産（ストック）か？
• 個人の経験は、資産ではない

• 個人が持っているものが共有されなければ、資産とは呼べない。
• 個人事業のほとんどは、個人的資産であるが社会資産ではない。

• ごちゃ混ぜにある状態は、資産ではない
• 常に使える状態になっていないものは、資産と呼べない。
• 実績は？法則は？ユニークなポイントは？

• 価値を生み出せないものは、資産ではない
• 壊れたiphone、ただの文鎮。
• ほとんどの資産は、目減りする

3
ストックと
フロー
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助成金、補助金、寄付との付き合い方
• 「一時的な投資」と考える。

• 資産をつくり、キャッシュ（価値）を生み出すものと考える。
（そういうことを考えちゃダメだと思い込んでいる）

• 毎年、アテにしないように。
（出す側も、ちゃんと勉強させる必要がある。ただのKPIじゃダメ。）

• キャッシュを生み出すために、その投資によって、
• 何が得られるのか
• 何が貯まるのか
• 何が繋がるのか
• どこが動くのか

• ビジネスモデルを学び、適応する。

3
ストックと
フロー
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★ 3のまとめ：ストックとフロー
• 資産をつくる

• 価値に意識を置いて、日頃から価値貯金する

• ユニークさを追求する
• 思い込みを払拭する。
• 伝わらなければ、ユニークではない。

• 視点を広げる
• 物事の視点を常に変え続ける。（こっち、あっち、全体、本体）
• 切り取り方を買える。ベクトルを変える。（視野と視幅）
• 流れの前後を捉える。（どこから来て、どこに行くのか）
• 状態を捉える。（物事の周辺を見て、どのような関係性かを掴む）
• 影響を捉える。（変化には必ず影響発生する。）

• 本質
• 本質を分解して捉える

3
ストックと
フロー
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4．イノベーション
課題解決から価値創造への転換
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ソリューションの先にあるイノベーション

付加価値、新しい価値
ライフスタイル／経済性の変化

心理の変化、感動、共感

顧客満足
要望の充足、課題解決
リスク回避、予防

価値創造＝
イノベーション

非連続性

問題・課題解決
＝ソリューション

不足の補充

0 ソリューションとは
不足の回答

イノベーションは、
回答のない価値

37

すでに存在する凹（課題、イシュー）を
埋める凸探し

課題の根本解決、複数の課題を一気に解決するような価値想像による課題の解決
現状の応用によって、別の課題をも解決するような転用や価値創造

4
イノベー
ション

(c) Innovation Factory, Inc.



ソーシャルのチャンス
• ビジネスは、非効率な領域に行きたがらない

• ビジネスは、リスクを取りたがらない

• ビジネスは、不の解決であり、非の解決は苦手

• 不満
• 不便
• 不足
• 不安
• 不使用
• 不合理
• 不一致
• 不快
• 不確実
• 不可能

• 非常識
• 非公式
• 非合理
• 非営利
• 非定型
• 非現実
• 非化学
• 非言語
• 非連続
• 非効率イノベーションとは、

ソーシャルにとってチャンスである

4
イノベー
ション
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4
イノベー
ション
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企業が問われるサスティナビリティ

企業活動における社会課題への姿勢が問われています。

社会や投資家から支持される持続可能な企業として
ビジネスリスクの緩和と、ビジネス機会の創出を同一と捉え

本業の技術や資産を社会課題へ転用し、

共通価値を生み出す「持続可能なイノベーション」が始まっています

世界経済フォーラム発表の
『グローバルリスク報告書』

国連サミットで採択され
内閣府・経団連も推進する

『SDGs』
企業のスクリーニング

『ESG投資』

守りのCSRから
攻めのCSVへ転換

避けるリスクから
積極的な関与へ

4
ソーシャルにとってのビジネスチャンス

4
イノベー
ション
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社会との取り組みは、CSRからCSVへ

これまでのCSRは、本業とはかけ離れた領域での
活動です。

つまり、事業活動で影響を受ける環境等への善行
や、広報活動におけるイメージアップなどであり、
業務外のボランティア活動です。

しかし、サスティナビリティが問われる現代では、
事業そのものが問われます。実業の成長に不可欠
であり、切り離すことができないCSV活動です。

企業活動に伴うあらゆる影響を前向きに捉え、そ
の価値を取り込むことによって、市場を拡大し事
業を成長させることに繋げていくことこそが、企
業の事業の成長性・永続性に大きく寄与します。

4

4
イノベー
ション
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★ 4のまとめ：イノベーション
• これからのイノベーションは、ｘソーシャル

• これからは、企業と手を組むことを前提に考える。
（広告や協賛モデルではない。）

• CSRやCSV、SDGsを学び、自活動を定義する

• テクノロジーを、積極的に取り入れる

• 価値創造で課題を解決するマインド：ソーシャル・イノベーション

4
イノベー
ション
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5．ダイバーシティ
多様性こそが持続可能な環境を生み出す
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多様性は、メリットしか生まない

• 多様な視点
• 多様な立場

• 固定観念、先入観、レッテル
• 年齢、保守、安定

5
ダイバー
シティ

1
マインド

3
ストックとフロー

2
ビジネスモデル

4
イノベーション

5
ダイバーシティ

よそ者、若者、バカ者
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多様性の経営とマネジメント
• 雑多と、多様と、多様性

• 多様であるところに人が、都合で線を引いただけ
• 効率化のための分類、安心のための境界

• 多様であるから、役割があり、チームがある

• 正しさは、正しさとの戦いを生む。違いという共通。

• 受容と相乗効果／ダイバーシティ＆インクルージョン

5
ダイバー
シティ
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5．まとめ：ダイバーシティ
• 自らの色眼鏡を疑う

• 多様であることが前提

• すべてはグラデーションと捉える

• 「効率・集権思考」で考えず、「分散・共有思考」で考える。
• same ≓ equal ≓ common

• 持続には、循環が不可欠（滞ってはいけない）

5
ダイバー
シティ
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